
村上げんようの日々の活動はFacebookに掲載しておりますので、是非ご覧ください。

［第21号］ 令和7年1月 発行

滋賀県議会議員滋賀県議会議員

県政レポート 新春号県政レポート 新春号

村上げんよう村上げんよう
〒528-0005 滋賀県甲賀市水口町水口5595番地1 ボヌールビル４階　Tel：0748-70-3833　Fax：0748-70-3653村上げんよう事務所

子どもたち

お年寄り

働く世代

元気元気元気元気の 
処方箋
の 

処方箋
の 

処方箋
の 

処方箋
元気の 

処方箋

〒528-0005
滋賀県甲賀市水口町水口5595番地1　ボヌールビル4階
TEL：0748-70-3833　FAX：0748-70-3653

E-mail：genyo@ac-koka.jp
村上げんようホームページ：https://murakamigenyo.net/
村上げんようFacebook：facebook.com/murakamigenyo/ ホームページ

何かご意見
ご要望等あれば
ご連絡ください

本年が皆様にとって明るく実りある一年となりますよう、心よりご祈念申し上げます。
本年も一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
「湖国の感動　未来へつなぐ」わたSHIGA輝く国スポ・障スポが2025年秋にいよいよ開催されます。湖国
滋賀で生まれた感動が、両大会に関わるすべての人の心に刻まれ、明日への活力、未来への希望として
将来にわたって引き継がれるように、選手の皆様のご活躍をご祈念申し上げます。

活 動 報 告 〜魅力ある地域づくり “心”と“身体”の『健康しが』を!!〜

滋賀県議会議員

【令和6年10月6日】飯道山清掃登山

【令和6年12月2日】
名神名阪連絡道路建設促進議員連盟　総会

（副代表として参加）
【令和6年12月7日】

甲賀市長杯ボッチャ市民交流大会

【令和6年12月4日】
第24回佐賀県全国障害者スポーツ大会

甲賀市報告会

【令和6年12月7日】
拉致問題を風化させない集会

映画「めぐみ」碧水ホールにて上映会
内閣官房拉致問題対策本部事務局

添田麻子様と

【令和6年11月11日】
草津線複線化促進期成同盟会
JR西日本　要望・意見交換会

（副会長として参加）

【令和6年11月25日】
近江ゆかりの会（東京にて）

11月定例会議 一 般 質 問 （令和6年12月9日）

第１問　小児救急医療について第１問　小児救急医療について 第２問　消防の広域化について第２問　消防の広域化について

第3問　看護師の養成について第3問　看護師の養成について

夜間に救急病院まで一時間かかる地域があることについて、
どう考えるか伺う。

知事　近くに医療機関がないということは、大変不安に思わ
れる、また心配に思われる、そういった気持ちは私どもも理解しな
ければいけないと思います。
　これまで、適切かつ良質な小児救急医療を提供するため、その
方策の一つとして、医療資源の集約化を進めてきたところでござ
いますが、集約化による課題のひとつであると認識し、重く受け止
めているところでございます。
今後ともブロック化を進め、継続し固定化し続けるのか伺う。
知事　小児科医の偏在でありますとか、働き方改革による医

師の労働時間上限規制の適用等によりまして、二次保健医療圏単
位での休日夜間の小児救急医療の提供が、困難になることが懸念
されます。
　例えば、軽症例は身近な地域で診療できる体制をとることがで
きないのか、一部の曜日だけブロック化することができないのか
といった、地域の実情や社会情勢に応じた集約化の在り方を検討
していく必要があると考えております。

小児救急医療について、知事の見解を伺う。
知事　県内の子どもの大切な命や健康を守るため、必要な時

に必要な救急医療が受けられる体制を構築することは知事として
の責務であると考えております。
　このため、救命救急センターを有する病院、救急告示病院、
または診療所の役割分担や、小児救急電話相談 (#８０００) の活
用を進めることにより、病気やけがの重症度・緊急度に応じて適
正に受診できる体制を整えてまいります。

消防の広域化によるメリットについて伺う。
防災危機管理監　各消防本部がそれぞれに有している本部

機能を一つに統合することで、消防職員を現場により多く配置で
きることがメリットの一つでございます。

消防の広域化によるデメリットについて伺う。
防災危機管理監　各消防本部でシステムの更新時期や、勤

務形態、人事・給与体系などが異なるため、これらの調整・再構築
が必要となるといった課題が生じることが考えられます。

消防救急体制の広域化について、知事の見解を伺う。
知事　災害発生時における初動体制の強化や効果的な部隊

運用、救急用務の高度化など、消防力の強化を進めるうえで効果
があるものと認識しております。
　市町による自主的・主体的な消防の広域化を推進するため、
情報の提供や必要な援助を行いますとともに、市町から求めが
あった場合には必要な調整を行うなど、
滋賀県の防災力強化に向けて積極的に
役割を果たしてまいりたいと存じます。

看護師の充足について県の認識を伺う。
知事　　県内の看護職員の就業者数は令和4年末時点で

17,478人でございまして、平成28年(2016年)末時点と比較して

1,174人増加しておりますものの、医療現場からは募集定員が埋
まらないなど採用に苦慮されているとのお声を聞いております。
　高齢者人口の増に伴う看護ニーズの更なる高まりに対応するた
め、今後、一層の確保が必要だと認識しております。
看護師の確保対策として具体的にどのような取組を行ってい

るのか伺う。
知事　1.看護職の養成、2.潜在看護職の復職支援、3.勤務環

境改善による定着促進、4.地域・領域別偏在の調整の4つの観点か
ら取組を進めているところです。
　看護職を志す学生の増加に向けましては、看護の魅力の普及啓
発や看護学生に対する貸付金の貸与を行っておりますほか、看護
師等養成所の運営に対する補助や専任教員、実習指導者を対象と
した講習会の開催を行っているところです。

県としての取組について伺う。
知事　看護職の安定的な確保には、幅広い年齢層の方々に

看護の魅力を認知いただくことが重要だと考えております。
　看護職のPR動画やガイドブックの作成、SNSでの情報発信のほ
か、中学校・高校への出前講座や看護体験、進
路相談会の実施など、様々な媒体を活用いた
しまして看護職の魅力発信に取り組んでいる
ところでございます。

【令和6年11月25日】総務省消防庁にて
「消防の広域化」政務調査
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詳しい内容については、滋賀県のホームページをご参照ください。

【令和6年9月13日】
琵琶湖・森林政策特別委員会

県内調査

【令和6年9月22日】
あいの土山宿場まつり【令和6年9月29日】

甲賀市市制施行20周年記念式典
宇田秀生選手と（右）

【令和6年8月7日】
菅 義偉元内閣総理大臣・小泉 進次郎元環境大臣　表敬訪問
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